
　コープの組合員カードには、「ここカード」「コー
プC（クレジット）カード」の2種類があります。組合
員カードを提示することで、提携する地域のサービ
ス・施設の割引特典が受けられます。今回はコープ
やまぐち組合員さんだけのお得な特典をピックア
ップしてご紹介します。
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コープやまぐち
組合員さんだけのお得なサービス特典

日帰り入浴 大人 100円引き特典① 特典②

詳しくは コープやまぐちホームページ または
問合せセンター（0120-49-5657）まで。（ ）月～金 8：30～21：00

土 8：30～18：00

ココランド

組 合 員 特 典

「ここカード」または「コープC（クレジット）カード」をご利用ください。

その他、くらしの様々なところで
コープカードがお役立ち！

利用200円（税別）につき、1ポイントの割合でここカードに加
算します。提携店ご利用のレシートをこことサービスコーナー
へ当日中にお持ちください。（ココランドのみ１か月）さらに、
★マークの付いたお店では、コープの電子マネーでのお支払
もOK！

宿泊：湯本観光ホテル西京（長門市）、プラザホテル寿（山口
市）、レゾネイトクラブくじゅう（大分県）、久住高原コテージ
（大分県） レジャー：秋吉台自然動物公園サファリランド、
ダイビングスクールWITH　ショッピング：洋服の青山（全
国どこでも）、はるやま（全国どこでも）、コジマ（山口県・福岡
県・広島県）、メガネのヨネザワ（山口県内） ギフト：大進（※
生協宅配利用者のみ）　レンタカー：オリックスレンタカー 
新山口駅新幹線口西店（山口市）　旅行：防長トラベル（県内
各支店）、日本旅行（営業所を除く県内各支店）　スポーツ：
スポーツクラブNAP（山口市）、SSS（宇部市・防府市・山口市・
岩国市）　生活支援：中国ろうきん　ガソリンスタンド：
ミータス（参宮通SS・東常盤SS）

コープポイントがたまる♪
お得な提携店

（宇部市上宇部75） TEL 0836-33-6116 

※コープのお店で付与します。
　フロントでポイントサービス券を発行しますので、
　1か月以内にレシートをお持ちください。

※本人とその家族が対象。

宿泊・食事・宴会・
会議利用・婚礼料金でコープポイント加算

トップ上部の「くらし応援」から
「組合員カード割引特典」へ。

新車購入応援
特典 特典対象の販売店でご成約すると、

商品券7,000円分プレゼント！！

対象販売店／山口トヨタ系列全店舗（トヨタ・トヨペット・カローラ・ネッツ）、
　　　　　　レクサス山口・下関・周南店、山口ダイハツ全店舗、
　　　　　　ヤナセ山口・宇部・周南店（メルセデスベンツ）

コープサービスが安心の取引ディーラーをご紹介します。
必ず販売店に行かれる前に、コープサービスにお電話ください。

0120-387-201（月～金 9：00～18：00）新車購入応援とソフトバンクのお問合せ コープサービス㈱

いずみ店周辺：★米沢園芸、★びえん、★パリ・クロアッサン
どうもん店周辺：★ホルン、★ムラカミクリーニング
新下関店周辺：★ハニードライ 
宇 部 店 周 辺：★米沢園芸、★ホルン、笹山クリーニング
とくやま店周辺：ホワイト急便（とくやま店駐車場）
★ココランド（詳細は上記参照） 

ソフトバンク・ワイモバイル

※山口県内のショップのみ有効です。 ※他キャンペーンとの合計還元金額が20,000円
を超える場合は対象外となります。 ※組合員特典の内容については2019年12月現在
の内容です。予告なく変更となる場合があります。

ソフトバンクでスマホ
新規契約・機種変更・他社からの乗り換え
ワイモバイルでスマホ
新規契約・他社からの乗り換え

ご契約で3,000円相当還元
※ソフトバンクからワイモバイルへの乗換は対象外

New
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会館用祭壇（仏式）
会館用祭壇（仏式）

お葬儀ミニコラム 「家族葬」って何が違うの？

病院へのお迎えから葬儀終了まで
心のこもったサービスをいたします

　２０１９年度は新たな取り
組みとして終活セミナーを
各地で実施。葬儀司会者
や葬祭ディレクター、石材
業者や銀行員が講師とし
て、エンディングノートによる生前準備や相続対策など
を講演し、たくさんの方にご参加いただけました。2020
年度も企画予定。詳しくはホームページをご覧下さい。

　誰にでもある老後の“もしも”に備えて、「こころの会」
では出張お葬儀ミニ学習会を行っています。ミニ学習会
は５人以上お集まりいただければ、どの地域でも無料で
開催できます。

　冠婚葬祭のサービスが受けられる全国的な会員制のシステムをとっている
のが「全国冠婚葬祭こころの会」です。いろいろな特典があって、一般の方は
入会金として１万円が必要ですが、コー
プやまぐちとは葬儀分野で提携してい
るので組合員さんであれば入会金も積
み立ても要らず、無料の登録だけで、葬
儀にかかわる安心できる特典を提供し
ています。

葬儀の規模や形式など、多様なニーズにお応えします。年中無休24時
間受付、電話一本で迅速に対応します。

年中無休２４時間受付です。
お気軽にお電話ください。

〈こころの会ホームページ〉http://www.y-kokoro.co.jp

全国冠婚葬祭こころの会

※写真はイメージです。

会員特典 こころの会に
登録していたら…

❶高級白木祭壇無料
❷

コープサービス
　®0120-387-201 　®0120-44-3866

検 索山口こころの会

いざという時の〝葬儀〟についてわかる
終活セミナーやミニ学習会を行っています。

 ご存知ですか？コープ提携の
「全国冠婚葬祭こころの会」

式場使用料無料ホールの大きさ・
人数にかかわらず

まで
携帯サイトからも
アクセスできます。

組合員の入会お申し込みは 内容のお問い合わせは

全国冠婚葬祭 こころの会

終活セミナーを開催

ミニ学習会も行っています

「全国冠婚葬祭こころの会」とは

※但し、設営費用として、５万円負担となります。 

お葬式の後、
しなきゃいけない
事って何？

お葬式って
いったい全部で
いくら掛かるの？

もしもの時、
まず何を
すればいいの？

　最近「家族葬」という言葉をよく耳にしますが、具体的に一般葬とどこがどう
違うのか、はっきりとは知らない方が多いのではないでしょうか。
　家族葬のメリットは、身内だけの少人数で行うため、精神的にも体力的にも
負担が少ないことがあげられます。参列者が多いと何かと気を使いますし、親
族の知らない方が来られる事もあります。静かにおごそかにお送りできるのが
「家族葬」です。
　また小規模な式のため、費用が少ない場合が多いという点もメリットです。
故人の生前の意思で「家族葬」というケースも最近は増えています。

徳佐店

山口こころの会提携会場

周南市
下松市

萩店

豊北店

下関店

向西会館しんなんよう

向西会館とくやま

向西会館くまげ

向西会館くだまつ 向西会館ひかり

　逆にデメリットは、事前に喪家の意向を十分にお知らせできていなかった場
合に起こる、予期せぬ会葬者への対応です。
　家族葬は受付をほとんど置かないため、告別式中は対応が困難になり、会葬
者には式を抜けて対応することになります。また、参列できなかった方の中には
「せめて焼香だけでも」と、葬儀後自宅に訪れる方も多いようです。
　家族葬をする場合、親族以外にはお知らせしないことが多い
ので、事前や事後にお手紙等で家族の意向を伝えることが大切
です。

終活セミナーの様子

組合員特典
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安心して暮らせるまちづくりを
と一緒になって行 政

●様々なテーマで「協同」をめざして

　昨年11月から今年1月にかけて、県内10市の首長にご出席いただき、生協組合員と行政との懇談会が開催されまし
た（防府市は1/29、長門市は1/30、山口市は1/31を予定）。
　この懇談会は24年目となり、首長と住民（生協組合員）が「くらしをよくするためのテーマ」を話し合い、お互いの理
解をすすめながら、行政との協同活動や、住民の声を反映させた住みよい街づくりにつながることを目指しています。

　昨年11月から今年1月にかけて、県内10市の首長にご出席いただき、生協組合員と行政との懇談会が開催されまし
た（防府市は1/29、長門市は1/30、山口市は1/31を予定）。
　この懇談会は24年目となり、首長と住民（生協組合員）が「くらしをよくするためのテーマ」を話し合い、お互いの理
解をすすめながら、行政との協同活動や、住民の声を反映させた住みよい街づくりにつながることを目指しています。

　これまで懇談会を継続してきた中で、平和活動では県内全市町
の平和首長会議加盟につながったり、マイバッグ持参運動などの環
境活動や消費者問題等、消費者運動をすすめる生協への理解にも
つながっています。
　2016年には山口県・県内全ての市町と、高齢者を中心とした「見
守り協定」、災害時にすみやかに物資供給を支援する「災害時物資
協定」の調印が締結されました。2018年には宇部市と地域の活性
化やサービスの向上に向けた包括連携協定を締結。また、周南市と

は「おたがいさま周南」のエリア拡大による社会福祉協議会とのさ
らなる連携についての協議などを行い、安心してくらし続けられる
地域づくりへの思いを共有していきます。
　今回の懇談会では、市毎にテーマを設けて話し合いが行われ、参
加した組合員さんから報告をいただきました。
（掲載は開催順。氏名は開催当日のものです。）

行政との懇談会・組合員レポート

※世界的に貴重な地質、地形、火山などの地質遺産を複数有する自然公園。世界遺産の
   地質版ともいわれ、世界ジオパークネットワークが審査・認定を行っている。
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岩国 「エシカル、SDGsについて」テーマ

　コープのSDGsに関する取り組みとして、「岩国れんこん掘り
取り体験」「がん検診」「岩国市スポレクフェスタ」等の活動を紹
介しました。また、岩国市からは食品ロスの現状や、新設された
ごみ焼却施設サンライズクリーンセンターでのごみ分別につい
てお話いただきました。市の計画にも次年度からSDGsの視点
を取り入れて推進するとの
ことで、コープやまぐちとし
ても組合員への広報や学
習を積極的に行うことで、
共に進めていけたらと思い
ます。

▲福田良彦 岩国市長（前列中央）と。（11/12）

宇部 「SDGs推進による
　　　  持続可能なまちづくり」テーマ

　宇部SDGs推進センターについて、SDGsに関する講師派遣
もできることや、イベントについてご案内いただきました。コー
プからは宇部店の「エシカル試食会」や、クリスマス会でエシカ
ルを学び合ったことを紹介。フードポストの話題では、11月末ま
でで市内全5か所の約3割が、包
括連携協定の一環で宇部店に設
置したポストからの回収だったと
お聞きしました。今後も、組合員
活動等に市の取り組みを活用す
るなど、持続可能なまちづくりに
参加していきたいです。

▲久保田后子 宇部市長（前列中央）と。（1/7）

萩 「SDGs」テーマ

　SDGsに関して「平和」「住み続けられるまちづくり」「食育」につ
いて、意見交換を行いました。ピースフォーラム・食育活動などを
報告し、行政サービスの在り方でゴミ収集の効率化や移動手段の
確保などが重要課題だというお話と、「住み慣れた地域で暮らし続
けられるよう手当てしていきたい」という市長の思いを伺いまし
た。地産地消や萩の海の恵
みの大切さを子どもたちに
伝え、故郷に戻ってきてほし
い、また萩市が存続できる
よう市と組合員が協力して
いこうと話し合いました。

▲藤道健二 萩市長（前列中央）と。（12/26）

光 「高齢者になっても安心して
　　　　　暮らせるまちづくり」テーマ

　虹ヶ丘コープ委員会のメンバーも出席し、認知症サポーター
の出前講座を委員会で活用したことを報告。市からは光市介護
支援ボランティア制度の現状をお聞きし、高齢者が集える場と
して、ここと島田店集会室の活用を提案したところ、大変喜ばれ
ました。市長より、「『三つの“わ”（対話・人の和・調和）』を合言葉
に、市民との絆を深め、協
働していきたい」とご挨拶
いただき、市民の1人とし
て、ボランティア登録する
等、見守り活動に携わって
いきたいと感じました。

▲市川熙 光市長（前列中央）と。（11/29）

山陽小
野田 「子育て・

　高齢者福祉支援について」
テーマ

　一昨年開所された「子育て総合支援センター・スマイルキッ
ズ」を、「子育てイベントの会場としてぜひご活用ください」とお
話いただき、子育て中の方に役立つ情報をお知らせする場を計
画していきたいです。埴生地区で要望があり開始した移動店舗
は、自治会の声掛け等のご協力もあり、現在も利用が続いてい
ることをご報告しました。
笑顔で年を重ねる「スマイ
ルエイジング」のため、地域
住民が自主的に集まる場と
コープの取り組みをつなげ
ていきたいと感じました。

▲藤田剛二 山陽小野田市長（前列右から2人目）と。（11/22）

美祢 「子育て支援、SDGsを広げる
　　　　　 取り組みについて」

テーマ

　宅配のハウスなどコープの拠点が今後市内の中心地にでき
るとしたら、親子の居場所や高齢者のサロン的役割も担えるこ
とから、事務所移転などで空く建物の情報提供も行政の方から
いただきたいというお話ができました。また美祢市では世界ジ
オパーク（※）の認定を目指し、ふるさとを知り守るために何が
できるかを子どもたちに伝
えることを進めているとの
こと。組合員にも興味を
持ってもらえるよう、お知ら
せを続けていこうと思いま
した。

▲西岡晃 美祢市長（左から3人目）と。（11/29）

柳井 「高齢者になっても安心して
　　　　　暮らせるまちづくり」

テーマ

　コープからは、夏に行った自治会館での子育てひろばと長崎
原爆展のコラボ企画などを報告。市からは「安心して暮らせる地
域づくりの要は住民の方々であり、社協が実質的な活動を推進
しながら、行政はお手伝いをしていきたい」とお話を伺いまし
た。山間部に比べて、市街地で高齢者支援となる拠点づくりが
遅れているという話から、
行政の出前講座や検診な
どを宅配の柳井ハウスで開
催する等、市民が集う場と
して連携していきたいと思
います。

▲井原健太郎 柳井市長（前列中央）と。（11/27）

周南 「市長が考えるまちづくり」テーマ

　新市長になり初めての懇談会ということで、市長のお話を中
心に交流を深めました。徳山大学を公立化することで若い人が
定住しやすい地域づくりを進め、高齢者も住み慣れた所で安心
して住み続けられるまちづくりを考えられていることや、『慮る』
優しい社会にしていきたいという思いを語られ、市広報だけで
は分からなかった市長の思
いをお聞きできました。今
後コープの宅配やおたが
いさま活動等で、高齢者の
暮らし応援など連携してい
きたいと感じました。

▲藤井律子 周南市長（前列中央）と。（12/19）

下関 「エシカル消費とSDGs」
「地域包括について」

テーマ

　SDGsに関して、もずく基金などコープが取り組むエシカル消費に
ついて紹介しました。市のプロジェクト「クールチョイスしものせき」
のパネリストに依頼された経緯から、今後も市のイベントに積極的
に参加していきたいと伝えました。また、ゴミの分別について、出前
講座やごみ収集車の実演・展示も可能とお聞きし、学習会として次
年度から活動に取り入れて
いきたいと思います。地域包
括は分野ネットの見守り活動
を紹介し、市の担当者さんと
の話もはずみ、和気あいあい
とした懇談会となりました。

▲前田晋太郎 下関市長（前列左から3人目）と。（11/19）

下松 「安心安全なまちづくり」テーマ

　災害時はいち早く逃げてもらうために、メールや防災行政無
線の電話応答装置など使った情報発信の多重化を心がけてい
るというお話を伺いました。今後はハザードマップや避難所の見
直しなど、最大級の被害を想定して対策していくと共に、『自助・
共助・公助』の考え方を理解してもらって、『オール下松』として
取り組むとお話いただきま
した。コープでも、防災意
識の啓発や、おとなり会・宅
配のグループを活かし、地
域力の向上をお手伝いし
ていきたいです。

▲国井益雄 下松市長（前列右から2人目）と。（12/3）

宇部市に続いて山口市とも
地域活性化包括連携協定を締結
　行政とコープやまぐちが、それぞれの資源を有効に活用し
た協同による活動を推進し、地域の活性化及び市民サービス
の向上を図ることを目的とする地域活性化包括連携協定。
2018年に締結した宇部市に続いて、2020年1月には山口市
との調印式を行いました。
　この協定の項目にある、
地産地消の推進や食の安
全、くらしの安心・安全、地
域防災に関すること等の
内容を、行政と連携して取
り組んでいきます。 ▲1/7に行われた山口市との調印式の様子。

今後も行政と

一緒になって

住みよい

まちづくりを

目指していきます。


